
【見どころ注釈】
●東寺（教王護国寺）
　平安遷都と同時に造営され、今日まで1200年の歴史があり、五重塔を始め多数の国宝・重要文化財の建造物、仏像書物が残されている。
●南禅寺
　臨済宗の禅寺で京都五山の上に列せられ、山門は石川五右衛門の伝説で有名である。極彩色の障壁画は狩野一派の作で桃山美術の宝庫といわれ、方丈の前庭は江戸時代小堀遠州作で近代的な名園である。
●青蓮院門跡
　天台宗総本山比叡山延暦寺の三門跡の一つとして古くより知られ、現在は天台宗の京都五箇室門跡の一つに数えられています。
青蓮院門跡は、古くより皇室と関わり深く格式の高い門跡寺院とされております。
●東福寺（通天橋）
　京都で最も有名な紅葉スポットの候補として必ず上がるのが、ここ東福寺です。
なかでも東福寺の通天橋の紅葉は、ディズニーランドのような大行列ができる人気紅葉スポットとして知られます。
●嵐散策
　京都・嵐山の木々の葉は、例年11月中旬から色づき始め、最も美しいとされる見ごろは11月下旬から12月上旬ごろまでとされています。今回は、渡月橋、天龍寺庭園、竹林の紅葉をご案内いたします。
●石庭　龍安寺
　方丈前庭は枯山水の庭園として有名で別名「虎の子渡しの庭」とも称し、一木一草も用いず、白砂の中に15個の石を配して、
禅の悟りの道を表現しています。
●妙心寺（八方睨みの龍）
　臨済宗妙心寺派本山。広い境内に七堂伽藍が一直線に並び、40余りの塔頭がある。仏殿、法堂、山門等は国の重要文化財に指定されている。
[bookmark: _GoBack]　法堂の鏡天井には、8年の歳月を費やして描かれた狩野探幽の筆による雲龍図が見られます。内部のケヤキの柱は、原木を四つ割にして丸く削られたもので、高さは8メートル、周囲は2メートル弱で、富士山麓より海路によって運ばれてきました。
　
【昼食のご案内】
●菊水（1日目昼食　ゆどうふコース）
約820坪の広々とした敷地には、近代庭園の先駆者である七代目「小川治兵衛」が
作庭した池泉廻遊式庭園に面した食事会場で四季の移ろいを感じながらお食事ができます。
京都南禅寺に佇む食と時を味わう別邸にてお楽しみください。
●百足屋（2日目昼食、おばんざい懐石）
　１９８０年代　近代化の波に呑まれ、昔ながらの京町屋が消えてゆく中、百足屋はそんな伝統と文化を残し、継承するため、京都で先駆けて京町屋を活用し復元した料理屋です。通り庭やおくどさんなどの空間はもちろん、生活文化や食文化を生きたかたちで残した、京の風情と温もりを感じて頂けるお店です。
●日航プリンセス京都（3日目昼食、フレンチコース）
　京都の中心「四条烏丸」で、本格的なフレンチコースをお楽しみいただけます。
地下鉄、阪急線からも近く、明るく落ち着いた雰囲気の店内でシェフが腕をふるうフレンチは、
旬の素材を使い、目にも鮮やかなメニューでお待ちしております。
【夕食のご案内】
●がんこ高瀬川二条苑（1日目夕食、京懐石）
　豪商角倉了以の別邸跡で､髙瀬川の源流が流れています｡慶長16年了以によって作られた当庭苑は､その後､明治の元勲山縣有朋の別邸となり､現在は大岩邸として伝わり､がんこ二条苑髙瀬川源流庭苑となっています。
●梅むら（2日目夕食、京懐石）
　伊藤博文の常宿で、昔から多くの文人や俳優が通う京料理店。杉皮塀が続く石畳を抜けると、明治期の面影を随所に残す数寄屋造りの建物がお出迎えいたします。

【宿泊ホテル】
●京都の中心・市役所前に位置する京都ホテルオークラ。京情緒あふれる祇園や先斗町に程近く、東に鴨川を望む立地は、古都を堪能いただくのに最適。地下鉄東西線「京都市役所前駅」と直結し観光地へのアクセスも便利です。館内は和の香りとヨーロピアンテイストが調和し、クラシックな趣が漂います。客室はゆとりあるスペースで寛ぎのひとときをお約束。創業1888年の心のこもったサービスで皆様のお越しをお待ちしております。
